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みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ情報紙 
2018 年9 月発行 

NO.90 

健康講座/ザ・カンレ
キーズの谷上さん 

健康づくりのポイントを
お伝えしました！ 

ゆかたの着付け/奥
田さん・米内さん 

ゆるふわ体操  
/高見さん 

新しい「街の先生」が浦舟納涼祭（8/19）でデビュー講座をしました 

リフレッシュした
と言っていただい
てうれしいです 

代表の粟津さん 

外国人の方々の参加があ
り、勉強になりました！ 
 

ヨガ/依田さん アロマテラピー 
/松井さん 

代表の粟津さん 

11/11㊐ 
※詳しくは次ページで 

日本語を母語としないお子さんが、4 月からの小学校生活をスムーズにスタートで

きるよう、親子でひらがなやカタカナになじむ講座です。  
 

11/17(土)・12/15(土)・1/19(土)・2/16(土) 10:00～11:30 

大岡地区センター２F 中会議室（地下鉄・弘明寺駅徒歩 3 分）) 

 

【対象・定員】南区在住または在勤で日本語

を母語としない未就学児（平成 31 年度入学

予定）の親子 15 組  ※申し込み多数の場

合は抽選 

【参加費】無料 

【申込方法】10/15(必着)までに下記事項 

(① ～ ⑤) を 記 入 の 上 、 E メ ー ル

mn-kouza@city.yokohama.jp で 

※①件名「日本語」 ②名前（ふりがな） ③

お子さんの名前（ふりがな） ④住所 ⑤電

話番号を記入  

【問合せ】南区役所地域振興課区民活動推進

係 ℡045-341-1238 

※講座は日本語で行います 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
合は抽選 

代表の粟津さん 

区民が企画運営する講座です 

 

11/11㊐ 

親子で一緒に「日本語を 
正しく読もう！書こう！」 み

ん
な
の
「

わ
っ
！
」 

代表の粟津さん 

企画した運営委員さんから 
 

書道教室をしていますが、ここ
10 年ぐらい、親御さんが外国人
のため、日本語の文字に苦労して
いると子が増えてきていると感
じています。入学前に親子で日本
語に楽しく接したり、日本の習慣
を学んだりする機会にしていた 
だきたいと思い、企
画しました。お知り
合いに外国人の方
がいらしたら、ぜ
ひ、この講座のこと
をお伝えください。 

代表の粟津さん 



 

 

特集：みんなの「わっ！」フェスタ 
11 月 11 日(日) 

11：00～15：00 

 

 

シリーズ 

＜タウンニュース記者の〝見た、聞いた、感じた＞〟 

＜井土ヶ谷の 
交流拠点が移転＞ 

 

以前にもお伝えした井土ヶ谷下町に昨年 1 月に開設された地域交流拠点「井土ヶ谷アーバンデザインセン

ター」が、建物の建て替え、解体により、9月から同町内の別の場所へ移転しました。同センターは横浜市住宅
供給公社が所有し、建物内に本社を構える「太陽住建」が管理・運営してきました。両者が連携し、人と地域
を結ぶ場づくりを目標に開設されました。 
 これまで、個人や団体による健康講座や書道ワークショップ、手 
作り品販売会、キックボクシング大会などのイベント会場など、さま 
ざまな分野で使用されました。同社によると、延べ 6,000 人が訪 
れたとのことです。 
 ほかにも、地域が抱える課題の解決へ向けて、住民、企業、団 
体が取り組みを進める「リビングラボ」を昨年秋から展開。講座を 
開き、医療・福祉、学校、公共施設、市民団体、企業など、さま 

ざまな人が集まり、情報交換・共有を通して交流が生まれました。 
 9 月から、これまでの場所から徒歩約 5分の井土ヶ谷下町 6-1 
の場所にある空き物件に移転。新拠点は部屋の高さが 4ｍと高く、 
空間を生かしたデザインになっています。 
 太陽住建の河原勇輝社長は「センターがあったからこそ、さまざまな人とつながれた。人が人を呼ぶ場になった
ことは大きな財産。新拠点でも縁によって起こる見えない価値を大切にしたい」と意気込んでいます。 

 

このコーナーでは、地域情報新聞「タウンニュース」 

南区版の門馬康二編集長が、日々、南区を回る中で 

感じたことなどを綴っていきます。門馬編集長は南区を担当して 

12 年目。区役所等の行政機関や商店、市民団体等を取材し、イベン

ト等の現場にも足を運んで記事を書いています。 

 

みんなの「わっ！」フェスタは、 
子どもから高齢者まで、日本人も  

外国人も楽しめるイベントです。 

 

入場無料
 

＜世界の料理＞      

韓国・タイ・中国・インドネシアの 4 か国の料理がブースを出します！ 

外国人ボランティア登録をした、子育て中の方・近くの商店街でお店を出している方・ 

地域の施設で料理講座をした方などが各国の料理を出します。11：20～販売開始の予定。 

人気の品は売り切れることもあるので、お早めにお越しください！（→写真は昨年度のもの） 

 

＜世界のお茶＞ 
横浜市南区及び周辺地域在住の外国人が自分の国のお茶とお菓子を紹介する 

ブースです。各国ならではのお茶とお菓子が無料で味わえます！ 

今年は、アメリカ・ブラジル・インドネシア・エクアドル・ロシア・中国・エジプトの 

7 か国が前半後半に分かれ、ブースをだします。（→写真は昨年度のもの） 

＜ステージ発表＞（→写真は昨年度のもの） 
★日本語学習者による日本語スピーチ大会： 

～頑張って日本語でスピーチをします！～着物でスピーチをする方もいます！ 

★街の先生等によるステージ発表： 

～みなさんの素敵なパフォーマンスをご覧ください！～ 

・タイダンス・フィリピンダンス・殺陣パフォーマンス・箏演奏・お囃子・オカリナ演奏 

・フルートとクラリネット演奏・日本舞踊、チャンゴ演奏、ペルーの歌披露 

 

＜体験・販売ブース＞（→写真は昨年度のもの） 
～横浜市内・南区内で活動している市民活動団体や街の先生が工夫してブースを盛り上げます！～ 

★販売ブース：南区内の作業所で作られたお菓子やパンの販売・リメイク品の販売・復興支援物品販売 

★体験ブース：パソコン・マジック・書道・押し花・絵手紙・ペン習字・科学工作・アロマテラピー・折り紙・韓国語・点訳 

読書活動・バルーンアート・防災・ごみ分別 

ワンちゃんグッズ・キッズ英語・乳癌チェック 

★展示ブース：子どもの絵画展・ヘルスメイト・健康麻雀 

         写真・ペタンク・ＣＡＰかながわ 

世界のお茶や世界の料理、外国人による日本語スピーチ

発表、日本の振袖やチマチョゴリなどの民族衣装の着付

け、箏・殺陣・日本舞踊・世界の踊りなどのステージ発

表、市民活動団体や街の先生による体験ブースがありま

す。詳細はブースの紹介をご覧ください。 

＜民族衣装着付け＞ 

日本の振り袖・韓国のチマチョゴリ等 

各国の民族衣装の着付けが体験できます。 

ベトナムのアオザイ・チャイナドレスなどもあります。 

 

場所：みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ 

（南区浦舟町 3-46 浦舟複合福祉施設 10 階） 

部屋の高さが 4mの新拠点 

 

部屋の高さが 4mの新拠点 

 



 

 

 

「傾聴みなみ」は、性別、年齢にかかわりなく、誰もの話し相手

（聞き手）になる活動をしています。「ことば」に耳を傾けて、「ことば」

を聴く、そしてその方と共に人間的成長を目指しています。 

平成21年10月、 区社協が主催した「傾聴ボランティア養成講

座」の受講生OB会として発足しました。 

高齢化が急速に進む中、 単身者の世帯、 高齢夫婦だけの世

帯も増えています。 こうした中、社会とのつきあいが希薄で何か問

題を抱えていても誰にも相談できずにいるままの人も多くなっています。

「ともかく話を聞いて欲しい」「話し相手になって欲しい」という人は大

勢います。そんなとき、お話を伺うことで「心が軽くなった」「話を聞い

てもらうだけでスッキリした」という場合も多く、高齢者の心のケアの一

つとして傾聴というものが重視されています。 
 

日頃、こんな活動をしています 
 

南区内の地域ケアプラザ、特別養護老人ホームなどを訪問して、傾

聴ボランティア活動を行っています。また、会員の傾聴の知識・技能の向

上を図り、活動を通して会員が体験した問題、課題などを検証し、対

策を探求する学習会ももっています。 

お話を伺うといっても、口を開いていただくまで時間のかかることもありま

す。でも、何回か通い、お話しをしていただけるようになった瞬間は、気持

ちがつながったなあと感じ、うれしく思います。 

傾聴活動に関心をお持ちの方は、どうぞ下記までご連絡ください。 

＜連絡先＞南区社会福祉協議会ボランティアセンター℡045-260-2510 

 

 

 

 

---------------------------------------------------------------------------- 

 

 

●「アクセスみなみ」に活動紹介や仲間募集を
掲載しませんか！ 
利用登録団体は、各団体が行っている市民向け講

座やイベント、活動などをＰＲすることが出来ます。 

アクセスみなみNO.90（2018年9月発行） 

発行者：〒232-0024 

横浜市南区浦舟町3-46  浦舟複合福祉施設 10 階 

みなみ市民活動・多文化共生ラウンジ 

ＴＥＬ  045-232-9544（日本語） 
045-242-0888（外国語） 

◆傾聴みなみ 
会長：長谷川 戦時 

相手の身になって真摯にお話を聴きま

す 

傾聴ってどんなこと…？ 

相手の話を注意深く共感的に

「聴く」こと―話し手が言いたい

こと、 伝えたいと願っていること

を、深い思いやりと温かい心で

受け止めることです 

紹介 

★タイ語スタッフ(木曜) 

由元クワンチャノック  

去年の 11 月にタイから来日しました。タイでは大学

で日本語を学び、その後、日本に関わる仕事をして

いました。駐在員の方々の通訳をしたり、ビザのお

世話をしたり、タイ語をお教えすることもありました。 

日本は高齢者の方がお元気ですね。いろいろな活

動をされていてすごいなあと思います。 

みなさんはタイ料理、辛いと思いますか？私はこの

辛い味が好きです。元気が出ますヨ！ 

みなみ市民活動・多文化共生ラウンジは、誰もが心豊かでいきいきと生活できる元気な地域を実現するため

の自主的な活動を応援します。市民活動・生涯学習の相談や情報提供のほか、機材の貸出・ミーティングスペ

ース等の利用ができます。お気軽にお立ち寄りください。 

傾聴みなみ 

次回原稿〆切：11月 10日（12月発行） 

タイラーメン「ク

ワイティアオ」。具

材も味もいろいろ 


